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16.  Abstract 

このレポートは，現在，米国における車両メーカーが利用できる企業別平均燃

費（CAFE）クレジットと，将来，乗用車の CAFE 評価に対する車中の炭素回収や貯
蔵(“on-board CCS”)の予測に関する応用について議論している．レポートの初めの部分
では，燃費テストの基礎と車両メーカーが車両燃費基準をしのぐ信頼度や，温室効果

ガス削減に対する信頼度を獲得するために利用可能な選択肢を記述している． 

 レポートの次の部分で議論されている炭素回収貯蔵の利点は，CAFE コンプラ
イアンスの目的に対して，管理されている標準の 2 サイクルテスト間でとらえられる

可能性が高いようである．CAFE コンプライアンスのために使用される最終的な燃料
値を補正するための簡易的な計算が必要とされているが（CO2 削減の結果として得ら

れる利点を反映した），この具体的な補正は，まだ現行の規制に反映されるものでは

ない． 

排出削減と全体的な信用面でのメリットは，ガソリン車用の CAFE クレジット
·プログラムで使用可能な他の信用度よりも潜在的に車中の二酸化炭素貯留で大きく

なりそうである．例えば，車中の炭素回収貯蔵の利点 20％獲得は，次の高い信用カテ
ゴリーで利用可能な最大信用度の数倍になるであろう． 
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